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Strix8:125-131（1989）

四国から九州に渡るサシバの渡りルート

日本野鳥の会愛媛県支部・高知県支部・大分県支部・宮崎県支部．

はじめに

サシバは夏鳥として３月下旬から４月上旬にかけて日本に渡来し，丘陵地の雑木林等で

繁殖する猛禽である．またこの烏は秋に大群をなし，南へ渡ることでもよく知られている．

近年，青森県でも繁殖が確認され（弘前野鳥の会1986)，その生息地は北海道を除く日本

全土となった．

ところで，全国のサシバがどこを通って南下し，本土最南端の佐多岬へ集結するかは，

解明されてきてはいるが（吉井1988，吉井・叶内1979)，細部についてはまだまだ不明

な点が多い．特に四国から九州へ渡る道筋で，愛媛県の佐田岬から大分県の佐賀関へ渡る

ルートはどうも支流であって，本流はもっと南の高茂岬にありそうだということがわかっ

てきた（日本野鳥の会編集部1986，志村・辻ほか1988)．そこで，宮崎県支部が中心と

なり，「四国のどこから飛び立ち，九州のどこへ上陸するかをはっきりさせる」という目

的で，大分，愛媛，高知の各県支部に呼びかけ，賛同が得られたので，今回のような合同

調査を実施することができた．本報文はその結果を報告するものである．

調査を開始するにあたって，９月１０．１１日の両日，各県支部の代表調査員が佐伯市に集

まり，調査方法や記録用紙，調査地，コールサインなどについて協議した．その時の会場

設定をしてくださった大分県支部の方々，貴重な情報を提供して下さった方々，また直接

調査に参加された方々，ならびに協力して下さった方々に心から感謝の意を表する．本調

査は，日本野鳥の会から昭和63年度支部事業補助金を受けて行なった．

調査地と調査方法

調査地は，各県支部最低２か所とした．調査地ならびに調査員は表１に示した．

各調査地点に，アマチュア無線の有資格者を必ず１名以上配置し，複数の調査員で種の

確認と飛翻進路，方角および飛期数などを調査した．種の確認やカウントは７～９倍の双

眼鏡や20～25倍の望遠鏡をもちいて実施し，その結果を所定の記録用紙（図１）に記入す

ることとした．

サシバの飛潮ルートの調査方法は，まとまった数が移動するのを利用して，無線連絡を

とり合いながら飛去地と飛来地を確認することとした．この時の使用周波数は，145.62

ＭHzを第１チャンネルとし，この周波数が使用できない場合は，145.64ＭHzにあげた．

また，この周波数も使用できない場合は，145.00ＭHzのメインチャンネルにて空チャンネ
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支部名

愛媛県

高知県

大分県

宮崎県

表１．調査地の概要と調査員．

Table１．Studyareasandobservers．

調 査地

愛媛県西宇和郡三崎町佐田岬

豊予海峡に突出した半島の先端部で標高は10ｍある．

愛媛県南宇和郡西海町高茂岬
標高160ｍの所から豊後水道に切り立った岬で，宿毛湾の西に

位通する．

高知県幡多郡大月町大洞山第１展望台

標高246ｍの展望台で360度の視界が開けている．宿毛湾の南に
位腫する．

大分県南海部郡餌見町餌御崎灯台

豊後水道に突出した半島で，標高200ｍの切り立った岬である．

大分県南海部郡蒲江町仙崎

標高412ｍの山頂で海側に200度の視界が開けている．

大分県南海部郡蒲江町深島灯台

横島展望台の沖合６kmに浮かぶ小島で標高89ｍの山頂に立って

いる．360度の視界が開け，横島展望台等がよくみえる．

宮崎県東臼杵郡北浦町陣ケ峯

標高431ｍの展望台で海に面して視界が開けている．

宮崎県東臼杵郡北浦町横島展望台

標高182ｍの海に切り立った展望台で深島が目前にみえる．

宮崎県延岡市神戸町火打崎

海岸沿いに走る道路上で，海面より標高90ｍまで切り立ってお

り北北西から南西にかけて240度の視界が開けている．

○印は今回の調査における各県支部代表調査員

調査員

○丹下一彦，川那部真

田中成重，渡辺俊朗，

毛利秀生

中西和夫，豊田陽一，

大崎志津雄，

○西村公志

島岡章，岩田稔夫，

武石宣彰・美恵子，

南次郎，○立川孝之，

川瀬泰治，河野克也，

工藤隆孝，後藤聡

岩切重人，福永正典，

稲田菊雄，砂町徳義，

横山希彦，芝元郁夫，

中島義人，稲井成恵，
児玉純一，長谷勝之，

○中村豊，染矢賢一



ルを捜して使用することとし，交信前にはブレークタイムを設け，交信内容は明瞭完結，

手短に行なうこととした．

調査は，1988年10月９．１０日の２日間で行なった．時間は，原則として日の出（6:１０

前後）から日没までとした．しかし，調査地によっては，状況に合わせて変更できるもの

とした．

各調査地点の天候は，２日間とも快晴で空は高く澄み渡っていた．風は四国側が２日間

とも風力３～４で，風向きは北から北西の風であった．九州側では２日間とも風力４～５

とかなり強い風で，風向きは北西から北東の風であった．

表２．四国～九州地域におけるサシバ渡り調査の結果（1988年)．

Table２．CountsofmigratingGray-facedBuzzard-EaglesinsouthernJapan．

各時間の上段は1988年10月９日，下段は10月10日の観察数を示す．

佐田岬と高茂岬の（）内は1987年10月４日の観察数を示す．

深島の（）内は1988年10月８日の観察数を示す．
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調査結果

２日間の調査結果を集計したものを表２及び図２に示した．

四国の佐田岬を飛び立ったサシバの数は，６羽と非常に少なかった．それに比べて高茂

岬から飛び立った数は，１日目が1,437羽で２日目が3,444羽であった．また，大洞山第１

展望台から観察されたサシバの85％が，宿毛湾を横断し高茂岬の方角へ向かって飛去した．

九州側の鶴御崎へ飛来した数は，２日間合計で122羽，深島上空での飛来数は，814羽で

あった．深島の真西に位置する横島展望台では501羽を記録し，もう少し南の火打崎でも

551羽が確認された．

四国からの飛去方向をみると，高茂岬では西南西へ向かって飛去したサシバは２日間で

3,764羽，西へ向かったものが780羽であった．また，大洞山第１展望台で観測したものは，

北西方向へ56羽，北北西方向へ84羽であった．

九州の各調査地点へ飛来した方向は，鶴御崎で東からの進入が89羽あった．深島では東

北方向から700羽，東北東方向から114羽であった．横島展望台の記録は，東方向から390

羽であった．調査地点中最南部の火打崎では，北北東から259羽，東から207羽の飛来があっ

た．（表３，図２）

考察

本報の結果から，四国から九州へ渡るサシパのメインルートは，従来からいわれている

ような佐田岬から佐賀関へのルートであるとは考えにくい．一方，高茂岬から飛び立った

数は，２日間で4,881羽と明らかに大きな差がみられ，飛去方向も93％が西から西南西の

海上へと向かっている．これらのことから，愛媛県の高茂岬は，四国から九州へ向かって

表３．各調査地点におけるサシバの飛来・飛去方向．

Table３．FlightdirectionsofGray-facedBuzzard-Eaglesateachobservationpoint．
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出発するサシバの四国側出口に当たっていると考えられる．

次に，入口側の九州では，深島で確認されたサシバの数が最も多く，九州の玄関となり，

そこから横島展望台以南の海岸沿いに上陸するものと推定される．直線的には高茂岬と鶴

御崎間が最も近距離である．しかし，高茂岬を飛び立ったサシバの79％が深島から横島展

望台の方向へ飛去している．また，火打崎でも上陸数が551羽と多くなっている．このこ

とから，出口は狭くても，入口はかなり広範囲にわたっているものと推定され，横島展望

台よりも南の海岸に大多数が上陸していることが示唆される．そこで調査地点をもっと南

に数多く設けて観察する必要があり，さらに継続的な調査が必要と思われる．

今回の調査で観察されたサシバの数を考えてみると，高茂岬を飛び立った4,881羽のサ

シバが，九州側では，深島を除く他の５調査地点の観察数を合計しても1,376羽と減少し

ている．しかもこの数は，火打崎の方へ南下すると重複している可能性が高く，実数はもっ

と少ないと考えられる．いずれにしても，残りの3,500羽近くは上陸地不明となった．こ

れらの原因として一つには，調査当日九州沿岸では，風力４～５の北西から北東の強い風

が吹いており，渡り途中のサシバがもっと南に流されて上陸した可能性があげられる．別

の一つは，高茂岬を飛去する時すでにかなりの高空を飛んでおり，そのままさらに高い上

空へ移動して渡ったため確認できなかった，という可能性である．前者の場合に関連して，

後日の報告で調査当日延岡市街地の愛宕山で38羽，もう少し南の門川町遠見山で300羽が

確認されていたし，記録にはあげていないが，火打崎のはるか沖合を南に流れていった群

れも観察されていた．２０倍の望遠鏡を使用しても識別はおろか数さえも把握できず，ただ

サシバらしいというだけであった．このことは，サシバが強い北風の影響を受けて流され

たことを示唆している．一方，後者の可能性については，かなりの高空まで有効な上昇気

流を期待できるのだろうか（岡ほか1987,辻・宮崎1986)．このことについては不明で

ある．

最後に，実際に飛期しているサシバまでとの距離が，どの位あるのかはなかなかわから

ない．このことがはっきりとつかめれば，もっと正確なデータが得られるだろう．

要約

1988年10月９．１０日の両日，四国から九州へ渡るサシパの飛期ルートを解明するため，アマチュ

ア無線を使って愛媛，高知，大分，宮崎各県支部で合同調査を行なった．得られた主な成果は次の

とおりである．

１．大洞山第１展望台から観察されたサシバの85％が，宿毛湾を横断し高茂岬の方角へ向かって飛

去した．

２．四国から九州へ渡るサシバの主な出口は，佐田岬ではなく高茂岬であると推定された．

３．高茂岬を飛び立ったサシバの79％は，深島から火打崎の方角に向かって飛去した．九州側の主

な上陸地点は，横島展望台より南になるだろう．

４．高茂岬を飛び立った4,881羽のサシバは，九州側全調査地点で1,376羽（28％）しか観察できな

かった．

５．海上を渡るサシパは，風向や風力にかなりの影響を受けるものと推定された．

６．四国側の出口はｌ地点であるとしても，九州側の入口はかなり広い範囲にわたっているものと

推定された．
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WestudiedthemigrationcourseofGray-facedBuzzard-EaglesfromShikokutoKyushu

onOctober9andlO，1988.OftheGray-facedBuzzard-Eaglesobservedatthefirstobserva‐

ｔｉｏｎｄｅｃｋｏｆＭｔ．Ｏdo，８５％ｆｌｅｗａｗａｙｉｎｔｈｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎｏｆＫｏｍｏｍｉsaki，Apparentlythe

mainexitfromShikokuwasaroundKomomisaki．ＯftheeaglesobservedatKomomisaki

79％flewfromFukashimainthedirectionofHiuchizaki、Wesuggestthattheentranceto

KyushufortheeaglesfromShikokuwasintheareassouthoftheobservationdeckatYo‐

koshima・Ｏｎｌｙ２８％oftheeaglesobservedatKomomisakｉｗｅｒｅｆｏｕｎｄａｔａｌｌｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙ

ｐｏｉｎｔｓｉｎKyushu、Apparentlythemigratoryroutewasmarkedlyinfluencedbythewind

oveｒｔｈｅｓｅａ．

＊Addressofcorrespondence：YutakaNakamura,Magohoriko2008-5,Yoshimura-

Cho,Miyazaki-City，Miyazaki880．


